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１０月に入り寒い日が増えてきたように私は感じていますが、今年はフランスの気温が比較的暖

かい期間が長く異例な年だそうです。最低気温と最高気温の差は激しいですが、１０度から２０度

くらいの時間帯が多く日本人の私にとってはとても過ごしやすいです。 

今月は私が通っているＣＣＩ Ｃｉｅｌ ｄｅ Ｓｔｒａｓｂｏｕｒｇ について書きたいと思います。 

 

～授業の仕組み～ 

授業は主に午前と午後の二部あります。 

午前中は自分のレベルにあったクラスで教科書を使い、文法、リスニング、スピーキング、ライテ

ィングを行います。午後からは自由参加になっており、出たい授業があれば出席するという形にな

っています。応用的な事を行ったり、市街地に観光に行ったりすることが出来ます。 

 

～午前中の授業～ 

午前中は各クラスに分かれて授業を行い、二人の先生が交代で教え

てくれます。私のクラスは４人程度の少人数クラスです。授業は朝９時か

らお昼の１２時まであり、間に１５分の休憩があります。この休憩は基本

１０時半前後ですが、日によって休憩時間の長さも、休憩の始まり時間

も異なります。また、授業が１２時に終わるとも限らず、学校にチャイムが

存在しないため、日本の学校より時間に縛りがないように思います。 

もちろんですが、授業中はすべてフランス語の解説で英語を使うことはほとんどありません。こ

の授業では頻繁に質問されるため、何も話さずに授業を終えるということは出来ません。先生やク

ラスの人とのディスカッションは毎日あります。ノートは日本のように文法事項の説明や、図をきれ

いに書くということはせず、分からない単語を書くだけの単語帳を授業中に作成するという形にな

ってしまいます。例文や問題の答えを書く事もしますが私の場合は大半が単語になっています。こ

の授業では２週間に１回テストがあります。 

 

～お昼休憩～ 

午前の授業が終わり次第お昼休憩になります。学校内には食堂もあり、そこで買って食べること

も出来ます。パンやサラダの他にも普通の料理（日本で言う、カレーライスや定食のような物）もあ

ります。しかし、値段が少し高く、６～８ユーロほどなので毎日食べるのは少し厳しいため、私は近

所のスーパーにパンを買いに行って食べています。スーパーのパンは安い物では０．３５ユーロ

位、日本円で言う５６円ほどで買うことが出来ます。（１ユーロ＝約１６０円）高い物でも２ユーロく

らいで買うことができ、お財布に優しいです。 



 

～午後の授業～ 

午後の授業は以下に記述した５つです。１日１つで

何曜日がどの授業というように決まっているわけでは

ありませんが、毎週同じ授業があります。週によってテ

ーマは違います。午後の授業は基本１時半からです。 

 

○Ａtelier Ecriture （記述） 

この授業は主に記述の練習をします。クラスによって難易度の違う課題が出されます。私のクラ

スの課題は４０～５０文字程度の文章を書く事です。課題は基本３つ程度で早く終わるとプラスで

課題が出されることもあります。課題は終わり次第帰れます。 

○Atelier Phonétique （発音） 

この授業は主に発声の仕方を練習します。発声練習の授業のためひたすら発声練習をします。

主に、難しい発音を中心に行います。この授業ではノートは一切取りません。 

○Atelier Conversation （会話） 

この授業では会話をメインに練習します。午後ではこの授業のみＡとＢに分かれていて、先生も

含め提示された話題について自分の意見を述べたり、一般常識について話したりします。 

○Film en francais （映画鑑賞） 

この授業ではフランス映画を見ることが出来ます。フランス語字幕が付いていて、聞き取れなく

ても文字を追うことが出来ます。授業では習わない日常会話などを習得出来ます。 

○Visite (課外授業) 

この授業ではストラスブールの公共施設や観光地を訪れる事が出来ます。行く場所、時間は毎

週変わり、お金がかかる施設も安い料金で入場出来ます。 

 
～まとめ～ 

語学学校だからなのかも知れないですが、出席日数というものがないため体調が悪いのに

無理に行かなくても良いというところが私にとっては良かった点でした。フランスについてすぐ

はストレスやホームシックで体調が優れない日があったためこの制度に助けられました。その

他にも学校にチャイムがないことや午後の授業が自由参加であること、授業の進め方もすごく

良い物だと感じました。チャイムがないことで時間が長引くこともありますが、何かをしている

途中にチャイムが鳴って集中力が途切れるという事がなく気持ちよく最後まで授業を受けるこ

とが出来ます。また、午前の授業だけでもとても体力を使うため、その日残りの体力によって授

業に参加するか決めることが出来る制度はとても良いと思います。そして、１番衝撃を受けた

のは授業中です。日本では、間違うと恥ずかしいという空気がありますが、ここでは、何か言葉

を発さなければいけないという空気があり、間違えていても出来ないことが当たり前だと思わ

れているため出来るとすごく褒められます。それがとてもうれしいため発言したくなります。日

本でもこのような授業を受けたいと思いました。 


